
阿智村事務事業評価シート
担当者 教育委員会 子育て支援室

①事務事業の概要

Ｈ24 事業の終期
②事務事業の計画（PLAN）、取組（DO)

項目 金額 項目 金額 項目 金額

人件費 2,142 賃金 6,638 旅費 183
食料費 500 消耗品 319 燃料費 22
修繕料 8 光熱水費 234 通信運搬費 142

手数料 9 委託料 303 備品購入費 52

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度
実績額 (千円) 9,583 10,214 10,552 11,758 11,758

うち一般財源 2,751 2,924 2,167 3,270 3,270

うち補助金 4,435 3,935 5,772 5,950 5,950

うち個人負担 2,397 3,355 2,613 2,538 2,538

正規職員 0 0 0 0 0

臨時職員 8.5 8.5 9 8 8

③評価（CHECK)
区分 個別判定 総合判定
必要性 a

a

a

a

有効性 A

効率性 b

b

公平性 受益者負担は適切か A

④改善（ACTION)
継続・維持

今後の取り組み 放課後児童支援員認定資格研修を受講し、スキルの向上に努める。学童保育支援員の増員を検討
する。

全小学校区統一の計算方法により保護者負担金を徴収

総合評価 B

事業の方向性

課題 学童保育支援員が不足しており、事業の継続が困難となっている。また、支援を必要とする児童が増
えており、質の高い保育が求められている。

期待された効果が得られ
たか

土曜日や延長保育の利用もあり保護者が安心して働くことができる

コストの削減に努めたか 適切な運営を図るため不足している物品を購入
B効率性を高める工夫はさ

れたか
学童保育支援員が不足している

住民のニーズは高いか 全小学校区で実施しておりニーズは高い

A
手段、成果は妥当か 保護者のニーズに合わせて実施している

対象者の設定は妥当か 日中保護者が留守になる家庭の1～6年生が対象

村の関与は妥当か 村で行う事業であるが委託も可能

歳出の
内訳
(千円)

事
業
コ
ス
ト

区分

従事職員
(人)

判定理由

実施目的 昼間、労働等により留守となる家庭の子どもたちに、放課後や学校休業日の安全で安心な生活を保
障することにより、働きながら子育てをする保護者の就労と生活を支援する。

具体的取組 村内５つの小学校区で事業を実施した。浪合地区のみＮＰＯ法人に委託し、その他の小学校区は直
営で運営している。

実績・効果

根拠法 児童福祉法、子ども・子育て支援法
実施方法
事業の対象者 小学生を持つ保護者
事業開始年

事務事業名 学童保育事業

総合計画での位置づけ １．個性を尊重し、心豊かな人生を送れる村／教育文化の向上／子育て支援
関連する主な計画等 阿智村子ども・子育て支援事業計画

直接実施 業務委託 補助金交付 負担金 その他 

時期不明 終期未定 

うち学校休業日 うち土曜日

わんぱくクラブ 第一小 34 281 34 46 1,993
児童クラブにじ 第二小 36 238 33 0 3,594
プレイパーク 第三小 24 235 33 1 2,988
はなもも 清内路小 9 167 27 0 245
浪合児童クラブ 浪合小 15 95 28 0 230

開所日数
学童保育名

利用数
（延べ人数）

登録児童数学校区


